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平成３０年度 
 

第１回岡山市男女共同参画専門委員会要旨 
 
１ 日  時 平成３０年４月１８日（水）午後３時～午後４時４０分 

 
２ 場  所 岡山市役所本庁舎３階第１会議室 

 
３ 出席委員 貝原委員、小松委員、角田委員、高田委員、中塚委員、原田委員、日笠委員、藤田委員、 

松井委員、光岡委員 
 

４ 出席職員 江田市民協働局長、井上市民協働局市民協働部長 
（女性が輝くまちづくり推進課）逢澤参事、奥野参事監、岩井課長補佐、髙村主査 

 
５ 傍聴者  なし 

 
６ 議  事 

（１）委員長・副委員長の選任 
（２）岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例第１９条第３項運用基準適用について（報 

告） 
（３）岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例改正について 
（４）平成３０年度女性が輝くまちづくり推進事業概要（報告） 
（５）その他 
 

７ 配布資料 
資料 1 岡山市男女共同参画専門委員会委員名簿                        

資料 2 岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例                   

資料 3 岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例第１９条第２項の適用に係る審査基準  

ほか 

資料 4 岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例第１９条第２項の適用に係る審査票（第

１９条第３項運用基準適用） 

資料 5 さんかく条例改正スケジュール（案） 

資料 6 平成３０年度女性が輝くまちづくり推進事業概要 

資料 7 岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する事業者表彰 

資料 8 さんかく岡山パンフレット 

資料 9 岡山市男女共同参画相談支援センターパンフレット 

 
８ 会議の状況 

議題１ 委員長・副委員長の選任 
 
 委員長に中塚委員、副委員長に貝原委員を選任した。 
 
議題２ 岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例第１９条第３項運用基準適用について

（報告） 
 
○事務局の報告 

資料４「介護認定審査会」について事務局より説明。正副委員長に承認いただいたことを報告 
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議題３ 岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例改正について 
   
 ○主な意見 
  ・平成１３年に条例を制定した時には市民参画が大変評価されたが、改正では市民の声をどのよ 

うに反映させるのか。 
   →１０月に市民、さんかく岡山登録団体、当事者の意見を聴くワークショップを開催する。 
    ワークショップでは、市民に広く性の多様性についての意識醸成を図るため、当事者による 

講座も開催する。 
  ・できるだけ丁寧に市民の声を吸い上げてほしい。 
  ・隠れた声を引き出すために、パブリックコメントだけではなく、工夫をしてほしい。 
   →ワークショップの開催を広く周知していきたい。 
  ・ＬＧＢＴに関して、既に先に進んでいる自治体と岡山市が比較できる資料を用意していただきた 

い。 
  ・進んでいるのは、渋谷区、世田谷区、宝塚市、札幌市、那覇市などであるが、美咲町など町レベ 

ルでもよい条例がある。県内外の条例のリーフレットなど可能な範囲で情報収集してほしい。 
    ・ＬＧＢＴ以外にも変える必要があれば、各委員から情報提供してほしい。 

 

議題４ 平成３０年度女性が輝くまちづくり推進事業概要（報告） 

 

   ○主な意見 

・男性管理職向けの事業を重点的にしてほしい。一定年齢以上の男性の理解が進んでいない。管理

職から意識改革をすることで、採用や登用における男女平等を実現させることができる。広く広

報し、より多くの人に参加してほしい。 
・ＬＧＢＴに取り組みながら、男性と女性と分けた事業を行うのはいかがなものか。岡山市は、「管

理職=男性」と思っていることにならないか。 
・企業だけではなく町内会長など地域の組織でも男性が多いので、女性の声がなかなか届かない。 
 地域社会でも男女共同参画が進むようにしてほしい。 
 →市民協働局には、町内会を担当している課があり、女性参画が課題となっている。担当課が地

域における男女共同参画推進の取組を行っている。 

・政治分野における男女共同参画の推進に関する法律案が衆議院を通過した。地方議員も含め、女 

性政治家が増えないと政策が偏る。難しいかもしれないが、中高生向けに女性が政治家を志すよ 

うな講座をしてほしい。 

    ・男性女性どちらも参加できるようにするなど工夫してほしい。それから、性的マイノリティの

方などどれくらい会社の中で活躍しているのかといった視点なども入れてほしい。   

    ・様々な事業をしているが、市民に届いていない。もっと広報をしないといけない。ワーク・ラ 

イフ・バランス啓発及び企業紹介事業については、学生や求職している人に情報が届かないと 

効果がない。そのあたりも力を入れてほしい。 

    ・ウイズセンターに市が作成したワーク・ライフ・バランス啓発及び企業紹介のパンフレットを 

置いていたが、すぐなくなった。もっと広く配布すれば、理解が得られるのではないか。 

    ・今、企業で悩んでいるのは、若い人のメンタルが弱いことである。仕事をすぐ辞めてしまうこ 

ともある。メンタルを強くする専門的なところがあればいいのではないか。 

    ・管理職のセミナーなどで、メンタルの部分をフォローする内容を入れてほしい。 

 

   議事５ その他 

 

   ○次回開催予定  

    次回は５月下旬に開催予定。後日、日程調整を行う。 


